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菊
池
東
水
著
『
解
馬
新
書
」
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

に
刊
行
さ
れ
、
今
年
は
百
五
十
四
年
に
な
る
。
「
解
馬
新
書
」
は

全
二
巻
二
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

解
馬
新
書
は
長
崎
の
和
蘭
通
訶
・
堀
好
謙
訳
の
馬
術
叢
説

（
正
し
く
は
西
洋
馬
術
叢
説
）
の
馬
腸
の
記
述
の
詳
し
い
こ
と
に

強
く
感
銘
を
受
け
、
わ
が
国
の
二
気
五
行
の
説
を
打
破
し
、
解

体
新
書
（
正
し
く
は
重
訂
解
体
新
書
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
著

述
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
馬
新
書
は
オ
ラ
ン

ダ
の
馬
体
解
剖
書
の
翻
訳
書
で
は
な
い
。

巻
一
は
著
者
菊
池
東
水
と
門
人
三
名

江
都
東
水
菊
池
藤
原
武
樹
編
輯

上
ジ

豊
後
日
出
加
来
茂
英
校
定

ア
ナ
ッ

伊
勢
洞
津
守
屋
頼
潤
校
正

豊
後
臼
杵
高
崎
正
直
参
訂

58

菊
池
東
水
著
『
解
馬
新
書
』
に
つ
い
て

松
尾
信
一

信
州
大
学

巻
二
は
著
者
菊
池
東
水
と
門
人
二
名

江
都
東
水
菊
池
藤
原
武
樹
編
輯

豊
後
日
出
加
来
茂
英
校
定

豊
後
臼
杵
高
崎
正
直
校
正

附
図
は
高
崎
正
直
画
と
な
っ
て
い
る
。

解
馬
新
書
に
は
引
用
書
十
五
部
が
記
し
て
あ
る
。

解
体
新
書
（
重
訂
解
体
新
書
）
。
医
範
提
綱
（
西
説
医
範
提
綱

釈
義
）
。
眼
科
新
書
。
眼
科
錦
嚢
。
解
臓
図
賦
の
五
部
の
医
書
。

馬
術
叢
説
（
西
洋
馬
術
叢
説
オ
ラ
ン
ダ
馬
書
の
翻
訳
書
）
。
馬

経
大
全
（
馬
師
問
編
「
新
刻
参
補
針
医
馬
経
大
全
」
中
国
古
馬

医
書
）
。
旋
毛
全
集
（
相
馬
旋
毛
全
集
）
。
相
驍
鑑
。
医
馬
瞼
穴

度
考
（
医
馬
穴
臓
度
功
）
・
騒
黄
物
色
説
（
騒
黄
物
色
図
説
）
・

司
牧
安
驍
集
（
中
国
古
馬
医
書
）
・
調
息
伝
（
調
息
伝
秘
書
）
、

ケ
イ
ッ
ル

計
都
留
伝
（
阿
蘭
陀
馬
書
又
は
西
説
伯
楽
必
携
。
八
代
将
軍
吉

宗
時
代
に
渡
来
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
調
馬
師
ケ
イ
ゼ
ル
関
連
の
馬

書
）
。
以
上
、
オ
ラ
ン
ダ
関
係
二
部
、
中
国
古
馬
医
書
二
部
、
わ

が
国
の
馬
書
五
部
の
九
部
。

本
草
綱
目
（
中
国
の
代
表
的
本
草
書
）
一
部
で
あ
る
。

菊
池
東
水
が
感
銘
を
受
け
た
西
洋
馬
術
叢
説
（
西
洋
軍
用
馬
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術
叢
説
）
は
全
六
巻
か
ら
な
り
、
文
政
ｌ
天
保
の
頃
二
八
三

○
年
前
後
）
の
写
本
が
あ
る
。

イ
ー
エ
ス
ベ
ン
ム
ル

巻
一
、
二
、
三
、
和
蘭
以
・
斯
・
兼
母
児
編
述

崎
陽
堀
好
謙
專
次
郎
訳
述

ゲ
ー
ハ
ー
リ
ン
ナ
ウ
ス

巻
四
、
和
蘭
傑
・
唱
・
令
脳
同
編
述

崎
陽
堀
好
謙
專
次
郎
訳
述

イ
ー
へ
Ｉ
ジ
ョ
メ
ル

巻
五
、
六
、
和
蘭
於
・
百
・
叔
未
児
編
述

崎
陽
堀
好
謙
專
次
郎
訳
述

巻
四
第
二
十
三
馬
腸

馬
の
腹
部
を
解
剖
す
る
に
最
初
に
解
た
る
形
状
は
大
腸
（
冑

よ
り
肛
門
に
終
る
一
条
の
腸
な
れ
ど
も
其
の
形
状
主
用
の
同
じ

か
ら
ざ
る
に
依
て
六
腸
に
分
っ
即
ち
十
二
指
腸
、
空
腸
、
廻
腸

と
続
く
、
此
の
三
腸
は
其
の
管
薄
し
て
窄
小
な
る
が
故
に
小
腸

と
云
ふ
。
次
に
盲
腸
、
結
腸
、
直
腸
と
続
く
此
の
三
腸
は
其
の

管
厚
く
し
て
澗
大
な
る
故
に
大
腸
と
云
ふ
）
の
三
箇
の
大
嚢
を

見
る
。
其
の
一
を
盲
腸
（
其
の
太
き
所
下
側
に
澗
く
張
出
し
て

状
嚢
底
の
如
く
他
に
通
ず
る
の
道
な
し
、
故
に
盲
腸
と
云
ふ
）

と
云
ひ
其
の
長
さ
一
尺
五
寸
よ
り
二
尺
に
至
る
。
其
の
周
囲
は

一
尺
に
近
し
、
此
の
腸
は
結
腸
（
糟
粕
此
に
至
て
専
ら
結
成
す

故
に
此
の
名
あ
り
）
に
終
て
直
腸
と
連
続
し
其
の
長
さ
二
十
一

尺
余
と
な
り
、
結
腸
の
広
さ
一
な
ら
ず
、
其
の
裏
面
許
多
の
贄

疵
の
如
き
張
出
し
あ
り
、
是
れ
に
依
て
丸
形
の
糞
を
結
成
す
。

亦
た
此
の
獣
の
性
質
に
し
て
冑
小
腸
及
び
網
膜
は
他
の
獣
に
比

較
す
れ
ば
至
て
小
し
。
小
腸
は
長
さ
五
十
六
尺
余
あ
り
、
又
、

腸
の
廻
曲
す
る
事
、
胃
よ
り
肛
門
に
至
る
迄
凡
そ
七
十
七
曲
す
、

大
小
二
腸
総
て
八
十
尺
余
の
長
さ
あ
り
。
と
あ
り
、
江
戸
時
代

に
お
け
る
最
も
詳
細
な
日
本
語
に
よ
る
馬
の
小
・
大
腸
の
詳
し

い
解
剖
記
事
で
あ
る
．

演
者
は
以
前
、
家
畜
・
家
禽
の
副
腎
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た

く
イ
一
一
’
し
ン

が
、
解
体
新
書
に
は
〃
楚
ｌ
意
祢
ｌ
連
“
此
二
〃
小
腎
“
二
翻
ス
。

ペ
イ
ニ
イ
レ

重
訂
解
体
新
書
に
は
〃
側
腎
“
蘭
〃
蝉
尼
盧
“
。
医
範
提
綱
に
は

〃
腎
腺
“
一
名
〃
副
腎
〃
と
あ
る
。
し
か
し
、
解
馬
新
書
に
は
副

腎
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
蟹
目
①
ン
：
圭
畠
３
国
員
旦
図
ご

畠
ご
『
の
①
観
鬮
に
は
景
号
目
ご
五
目
ｇ
：
と
あ
る
。
蛇
足
と
し
て
、

増
井
・
田
村
（
演
者
の
恩
師
の
師
）
一
九
二
六
年
マ
ウ
ス
副
腎
の

凋
目
月
を
発
見
し
て
い
る
。
蝉
尼
盧
》
ご
己
①
局
は
オ
ラ
ン
ダ
語
。


